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全国油症治療研究班 油症相談支援員統括 井上 豊子

看護師 中村 優子

事務 勝野 裕子

事務 梶嶋 啓子

班長 辻 学

カネミ油症事件

１９６８年（昭和４３年）発生した食品公害

米ぬか油の精製過程でポリ塩化ビフェニール（PCB）が混入

汚染した米ぬか油を摂取した

カネミ油症認定者
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参加者・内訳（人）

認定２世 男

認定２世 女

未認定２世 男

未認定２世 女

３世 男

３世 女

参加者合計 ３８８名

男性 １６８名
女性 ２２０名

認定２世・・・・１６名
未認定２世・・３０６名
３世・・・・・・６６名
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► 倦怠感、皮膚症状、歯の症状、幼少期に鼻血が多かったなど親と同じ
ような症状がある

► 自分の病気と油症とが関係しているのか、研究をして原因を
突き止めてほしい、治療法を見つけてほしい

► 母親が認定者の場合と父親が認定者の場合とで影響が違うのか？

► 次の世代にどのような影響が出るのか不安

► 研究内容、調査の結果を知りたい

► ５０年以上たって油症の影響が分かるのか？
他の要因も加わりわかりにくくなっている

► 今回の調査が救済へとつながることを願う

►集計を進め、結果を油症班の先生方に分析依頼する

►成果について報告する

►油症検診と調査票記入をセットで実施できるように計画する

►次世代調査を継続する




